
 

学校名 男鹿市立潟西中学校 

 

実施日 令和３年１１月１１日（木） 

講師名 冨田 啓子 氏、夏井 和子 氏 

対象学年 １年生 

主な活動内容 

〈民謡の指導〉 

・民謡の声の出し方、西洋の発声法との違い 

・声出し 

・秋田節、ドンパン節の歌唱練習 

・グループ発表 

所感等 

 

導入では冨田先生と澤木教諭が秋田節を歌った。民謡は地声で歌い、こぶしをか

けていることや西洋の発声は頭声発声で、ビブラートをかけていることを生徒に感

じ取らせた。冨田先生の歌声の迫力と熱意ある指導で、授業が進むにつれて生徒の

歌声も大きくなっていった。グループ別の発表では、生徒たちは大きな声で伸び伸

びと歌っていた。１時間の授業ではあったが、楽しく歌うことができ、民謡のよさ

に触れることができた。 

 

 


